
福島県保健福祉部健康づくり推進課

ふくしま減塩推進の取組の振り返り

第１回ふくしま減塩推進ネットワーク会議 行政説明 資料１



内容

１ 取組の背景

２ 食環境づくりの取組

３ R８年度の取組
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福島県保健福祉部健康づくり推進課 3

はじめに
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食環境アライアンス参画の状況

令和８年５月現在



5

● 県民の死因 第１位：がん、第２位：心疾患、第４位：脳血管疾患

● ３つの生活習慣病の死亡率は全て全国ワーストクラス

● 生活習慣病につながる「メタボ」「肥満」「食塩」「喫煙」の生活習慣に

関連する指標も全国ワーストクラス

１ 取組の背景 ①福島県民の健康指標
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● 令和６年度から第三次計画がスタート（計画期間：R6～R17の12年間）

● 基本目標の達成に向け、4つの主要施策を展開するとともに、重点スローガンを設定

● 重点スローガンのロゴマークを作成し効果的に情報発信を実施

県民に親しまれる
スローガンの

ロゴマークを発信し
取組を推進！！

＜テキスト版＞

＜イラスト版＞

＜施策体系図＞

第三次健康ふくしま２１計画

 
健康寿命の延伸と健康格差の縮小 

みんなでチャレンジ！ 減塩・禁煙・脱肥満 重点スローガン 

基本目標 

出典：第三次健康ふくしま２１計画 ＜概要版＞ 福島県保健福祉部健康づくり推進課



ポイント

「おいしく減塩」
本県の豊かな発酵文化である

味噌・醤油等のうま味を活かし、
おいしく無理なく

適切な塩分濃度を知り・実践する

２ 食環境づくりの取組

福島県保健福祉部健康づくり推進課
福島県保健福祉部健康づくり推進課
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事業の概要 健康長寿の実現に向け、働き盛り世代の県民

の食塩摂取量の実態を把握するとともに、県民の塩分の過剰摂

取の改善につながる普及啓発等を行うなど、誰もがおいしく減
塩できる食環境づくりを推進する。

地域で

○適切な塩分濃度の体験を伴う
活動を実施

○食品に含まれる食塩相当量の
見える化
加工食品、多く食べがちな食品の
食塩の量の情報発信

○管理栄養士等派遣による食育等支援
活動で、塩分濃度の体験や食事の
適量に関する啓発

飲食店で
○適塩・適量を実践しやすい
環境づくり

「おいしいけど、健康のために
○○します」等
媒体配置等で、実践を後押し

新聞・メディアで
○毎月17日（減塩の日）～

19日（食育の日）
定期的な情報発信
関心を高める仕掛け、
簡単にできる手法の発信等

スーパーで
○おいしく適塩な惣菜等の
開発と販売

○ベジ・ファーストの実践を促す
環境づくり

事業所で
○食塩摂取量の実態把握
○給食の段階的な減塩、
従業員の
適塩＋適量教育

県民に
知ってほしいこと

①適切な塩分濃度
②食事の適量

県民の食環境

減塩推進ネットワーク会議で推進体制を整備

産学官連携による食環境づくりを推進 7



【R7】第１回減塩推進ネットワーク会議 R７年７月２３日開催
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【目的】

県内企業や関係団体等に対し取組方針等の理解を図り、減塩の取組への参画を促す。

【参加者】

福島県食育応援企業３７名、関係機関・団体等９名、市町村２６名、県保健福祉事業所６名、
県外の自治体８名

【内容】

■行政説明①「ふくしま減塩推進の取組の振り返り」

■行政説明②「厚生労働省 食環境戦略イニシアチブについて」

■行政説明③「減塩アクションプロジェクトについて」

■取組発表「減塩アクションプロジェクト参画と今後の取組について」

（アポクリート株式会社、国分東北株式会社、キッコーマン食品株式会社、キユーピー株式会社）

＜参加者からの意見等＞

・福島県民の健康課題を再認識し、貢献方法を考える貴重な場であった。

・各社の取組や情報共有が大変参考になり、有益な機会であった。

・減塩推進に興味のある自治体や企業との紹介・連携の機会があればうれしい。

・福島県民の健康課題を再認識し、自社の貢献について考える貴重な場となった。各企業の取組内容

共有から多くのアイデアを得た。

・健康意識の改善へ着実に前進していると感じた。

行政栄養士及び県栄養士会向け講習会
【実施概要】
子どものころからの減塩知識や食生活を意識づけるため、厚生労働省が作成した子ども向け減塩普及

啓発資料等を用いた「子ども向け減塩ワークショップ」を学び、地域での普及啓発に活用する。
【参加者】
福島県食育応援企業団、関係機関・団体、市町村、保健福祉事務所等 ６１名



【R7】第２回減塩推進ネットワーク会議 R８年１月２９日開催
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【目的】
県内企業や関係団体等に対し取組方針等の理解を図り、減塩の取組への参画を促す。

【参加者】
福島県食育応援企業４３名、関係機関・団体等９名、市町村２３名、県保健福祉事業所５名、

県外の自治体７名

【内容】
■本県の減塩事業の取組状況について
■事例発表「ふくしま減塩アクションプロジェクト参画事業者の取組」
■グループディスカッション「家庭につながる減塩推進について」

【助言】
女子栄養大学 副学長 武見 ゆかり 氏

【総評】
福島県立医科大学 医学部循環器内科学講座 教授 石田 隆史 氏

できること・できるとよいこと
・子どもへの減塩教育→保護者への伝達
・「子どもの減塩」をメインにしながらも親も減塩
・親子で意識を変えられる働きかけ
・減塩をポシティブなフレーズに！
・減塩のコーナー化による減塩商品を手に取りやすくなる取組
・健康意識の低い人、無関心層の方にもアプローチ など



10

減
塩
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

減
塩
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参画事業者への期待と役割

①減塩推進ネットワーク会議に参加し、
本県の健康課題や取組方針等を理解する

②参画原則に同意する場合、減塩アクションの活動予定票を提出する
ライト参画：減塩に関連したアクション
フル参画：具体的な減塩アクション（実施期間・数値目標設定）

③減塩アクション達成に向けた取組を行う
→参画事業者名・減塩アクションを県HP等で情報発信する

④定期的に取り組み結果を報告する
→県でとりまとめ、県ホームページ等で情報発信する

⑤減塩推進ネットワーク会議にて、
他事業者等と取組共有・情報交換を行い、より効果的な取組を実行する

プロジェクト参画事業者だけでなく、市町村・県食育応援企業・関係団体等が参加し、
「他事業者等の取組を知る」「課題の共有や工夫を知る」「連携強化やきっかけを得る」等、

みんなで食環境づくりを推進していく

減塩アクションプロジェクト参画企業の拡大
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減塩イベントの開催

福島銀行

ふくしま推しの健活フェスタ２０２５ヨークパーク郡山

ふれ愛セミナー（マルト平尼子店）

※スライドのみ
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福島県「おいしく減塩」
の基準に合わせた開発

①減塩

②減塩＋ベジ・推進

元の総菜・弁当

県でレシピ確
認

県でレシピ確認

販売！

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

減
塩
・
禁
煙
・
脱
肥
満

令和７年１１月～令和８年２月に
県内のスーパーでキャンペーンを展開

【目的1】減塩や野菜摂取に関する普及啓発

【目的2】減塩や野菜摂取の効果検証

→県民の意識・行動変容
→事業者の減塩・野菜関連商品の売上増加

イベント参加者のアン
ケート・ヒアリング
およびPOSデータ等に
よる検証

※新商品開発は任意

福島県「おいしく減塩」
の基準以外での開発

「おいしく減塩」に

取り組んでいること
を周知

減塩＋ベジ推進キャンペーン



14

福島県「おいしく減塩」の基準（令和６年～）

区 分 基 準

単品の総菜

○主菜
○副菜
○汁物

各区分で①②の両方を満たすこと

【主菜】

①たんぱく質の量：１人分当たりのたんぱく質の量は１２g以上とする。

②おいしく減塩：１人分当たりの食塩相当量は１.２g以下とする。

【副菜、汁物】

①野菜等の使用量：１人分当たりの野菜の使用量は７０g以上とする。

（きのこ・海藻・いもは野菜に含む。）

②おいしく減塩：１人分当たりの食塩相当量は１.２g以下とする。

弁当

○主食＋主菜＋副菜
○主食＋副食（主菜･副菜）

①②のいずれかを満たすこと

①ちゃんと（エネルギー量：４５０kcal～６５０kcal）１食あたり
主食（飯・パン・めん類）：飯の場合１５０～１８０g（目安）
主菜（魚・肉・卵・大豆製品）：６０～１２０g（目安）
副菜（野菜、きのこ、海藻、いも）：１００g以上
食塩相当量：３.０g未満

②しっかり（エネルギー量：６５０kcal～８５０kcal）１食あたり
主食（飯・パン・めん類）：飯の場合１７０～２２０g（目安）
主菜（魚・肉・卵・大豆製品）：９０～１５０g（目安）
副菜（野菜、きのこ、海藻、いも）：１００g以上
食塩相当量：３.５g未満
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スーパー×福島県「減塩＋ベジ推進キャンペーン」

県内スーパー６社の協力を得て、減塩惣菜等の販売と合わせて、体験型のブース設置等に
よる「減塩」及び「野菜摂取」に関する普及啓発を実施しました。



【実施内容】

■実施主体：福島県（委託事業者：NTTデータ経営研究所）

■実施者：減塩アクションプロジェクト参画事業者

■開催時期：令和７年１１月～令和８年２月末日

■対象者：小学生とその保護者等のペア １０組程度

■内容：タイムスケジュール（想定）のとおり。

➀「おいしく減塩」献立の調理実習（指定献立）

②「減塩のいいことがわかる!!」減塩ワークショップ

味噌や醤油など発酵食品のうま味をいかした「おいしく減塩」の調理実習及び「子ども向け減塩ワークショップ」を

活用し、減塩アクションプロジェクト参画事業者の協力のもと、産学官連携により「減塩」を学び・体験できる機会を

実施し、子どもへの減塩教育・子どもを通した保護者等への気づきを促し、今後の行動変容につながる働きかけを行う。

趣旨・目的

親子で学ぶ・体験する「減塩ワークショップ」の実施

16
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３ R８の取組

①減塩推進ネットワーク会議

②減塩イベントの開催

④減塩アクションプロジェクト参画企業の拡大

⑥「減塩」「ベジ推進」に関する情報発信

③スーパーにおける減塩＋ベジ推進モデル事業

⑤「減塩ワークショップ」を活用した親子で学び、体験する普及啓発
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おわりに

福島県食育応援企業団

味噌・醤油工業組合

大学

市町村
県関係各課・
保健福祉事務所

スーパー・飲食店

管理栄養士等養成施設

食生活改善推進連絡協議会

栄養士会

県

「みんなで食環境づくりを推進していく」ため、
現状を維持するためのさらなる基盤づくり、新たな関係づくりをすすめます！
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